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　動物愛護週間は、広く国民の間に、命あるものである動物の愛護と適正な飼養についての関心と
理解を深めるために、「動物の愛護及び管理に関する法律」に基づいて設けられています。

◆環境衛生課（江南庁舎）　3048-536-1565

９月２０日～２６日は

「動物愛護週間」です！「動物愛護週間」です！

　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は

﹁
命
の
責
任
を
持
つ
﹂
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
で
楽
し
い

時
間
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
一
方
、
お
金
や
時
間
・
労
力

や
忍
耐
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
犬
や
猫
な
ど
の
寿
命
は
10
年

以
上
で
す
。
一
生
愛
情
と
責
任
を

も
っ
て
飼
う
覚
悟
を
持
た
な
い
ま

ま
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
た
場
合
、
飼
い

主
に
と
っ
て
も
ペ
ッ
ト
に
と
っ
て

も
不
幸
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
過
去
5
年
間
の
県
の
統
計
で

は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

平
成
25
年
度
で
は
２
４
３
０
匹
の

犬
や
猫
が
殺
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
飼
い
主
か
ら
引
き

取
ら
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
お

り
、
い
ま
だ
多
く
の
尊
い
命
が
犠

牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ペ
ッ
ト
を
捨
て
た
場
合
、

﹁
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
﹂
に
よ
っ
て
１
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
の
命
が
尽
き
る
ま
で
飼

い
続
け
る
覚
悟
を
持
て
な
い
の
な

ら
ペ
ッ
ト
を
飼
わ
な
い
こ
と
も
立

派
な
動
物
愛
護
で
す
。

　
散
歩
中
に
愛
犬
が
フ
ン
を
し
て

し
ま
っ
た
と
き
は
、
き
ち
ん
と
自

宅
ま
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
飼
い
主

の
責
任
で
す
。
必
ず
持
ち
帰
っ
て

処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
愛
犬
が
、
電
柱
や
他
人
の

家
の
壁
な
ど
に
オ
シ
ッ
コ
を
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
水
で
流
す

こ
と
が
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
で
す
。

　
埼
玉
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
で
原
則
と
し
て
犬
を

放
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
く
し
つ
け
ら
れ
た
犬
や
小
さ

な
犬
で
あ
っ
て
も
、
大
き
な
音
な

ど
で
意
外
な
行
動
を
と
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、﹁
犬
が
苦
手
﹂

と
感
じ
る
人
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え

を
も
っ
た
人
に
対
す
る
気
配
り
や

犬
の
と
っ
さ
の
行
動
に
よ
る
予
測

困
難
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

リ
ー
ド
は
短
め
に
持
っ
て
散
歩
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
だ
狂
犬
病
予
防
注
射
が
済
ん

で
い
な
い
場
合
は
、
必
ず
動
物
病

院
で
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
注
射
を
接
種
し
た

証
明
を
環
境
衛
生
課
ま
た
は
市
民

環
境
課
に
持
参
し
て
、
注
射
済
票

の
交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
飼
い
主
が
分
か
る
よ
う
に

　
災
害
時
で
は
、
ペ
ッ
ト
と
離
れ

離
れ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

迷
子
に
な
り
ど
こ
か
で
保
護
さ
れ

た
と
き
、す
ぐ
に
飼
い
主
が
分
か
る

よ
う
に
、鑑
札
や
迷
子
札
、足
環
な
ど

日
頃
か
ら
飼
い
主
が
特
定
で
き
る
も

の
を
装
着
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
避
難
先
で
困
ら
な
い
よ
う
に

・
ケ
ー
ジ
の
中
で
も
お
と
な
し
く

落
ち
着
い
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
普

段
か
ら
慣
ら
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
避
難
時
の
移
動
や
慣
れ
な
い

環
境
で
の
ス
ト
レ
ス
緩
和
に
も
有

効
で
す
。
リ
ー
ド
を
嫌
が
ら
ず
に

付
け
ら
れ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

・
ペ
ッ
ト
の
た
め
の
災
害
時
の
備

蓄
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
救
援

物
資
が
届
く
ま
で
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
餌
や
薬
な
ど
の
身
の
回

り
の
品
を
少
な
く
と
も
５
日
分
は

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
排
せ
つ
な
ど
の
基
本
的
な
し
つ
け

は
、ペ
ッ
ト
や
周
り
の
人
の
た
め
で

も
あ
り
ま
す
。避
難
先
で
の
ト
ラ
ブ

ル
を
避
け
る
た
め
に
も
普
段
か
ら

し
つ
け
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
は
突
然
起
こ
り
ま
す
。
災

害
が
原
因
で
、
大
切
な
ペ
ッ
ト
を

手
放
し
た
り
、
避
難
場
所
で
の
ト

ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
次
の
こ

と
を
心
が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
か
わ
い
そ
う
と
い
う
だ
け
で

﹁
野
良
猫
﹂
に
餌
を
あ
げ
て
い
ま
せ

ん
か
？
﹁
か
わ
い
い
﹂、﹁
か
わ
い

そ
う
﹂
等
の
衝
動
的
な
感
情
で
餌

を
与
え
る
だ
け
の
管
理
は
、﹁
野

良
猫
﹂
の
数
が
増
え
周
辺
環
境
の

悪
化
を
招
き
、
近
隣
の
方
と
の
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
結
果
と
し
て
何
の
解
決

に
も
な
ら
ず
、
処
分
さ
れ
る
猫
を

増
や
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。﹁
野

良
猫
﹂
に
餌
を
与
え
る
な
ら
、
生

命
あ
る
も
の
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も

﹁
飼
い
猫
﹂
と
し
て
、
自
分
が
最
後

ま
で
飼
育
す
る
自
覚
と
責
任
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
猫
を
屋
外
で
飼
う
こ
と
は
、
交

通
事
故
、
病
気
の
感
染
や
猫
同
士

の
け
ん
か
な
ど
危
険
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
不
妊
手
術
を
し
て
い
な
け

れ
ば
飼
う
こ
と
の
で
き
な
い
子
猫

が
生
ま
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、﹃
庭
に
フ
ン
を
さ

れ
た
！
﹄﹃
車
に
傷
を
つ
け
ら
れ

た
！
﹄
と
い
う
猫
に
よ
る
近
隣
へ

の
迷
惑
行
為
に
も
な
り
ま
す
。
安

全
に
か
つ
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
こ

と
な
く
飼
育
す
る
た
め
に
、
室
内

飼
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
ま
え
に

ペ
ッ
ト
を
飼
う
ま
え
に

犬
の
登
録・注
射
の
問
合
せ

◆
環
境
衛
生
課（
江
南
庁
舎
）
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生
活
衛
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事
担
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猫
に
関
す
る
相
談・問
合
せ

◆
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

3
０
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８-

５
３
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２
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愛
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
の
ル
ー
ル

愛
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
の
ル
ー
ル

フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
る

犬
は
リ
ー
ド
で
つ
な
ぐ

ペ
ッ
ト
の
防
災
対
策

狂
犬
病
予
防
注
射
は

　
　
　
　  

お
済
み
で
す
か

飼
い
主
の
い
な
い
猫（
野
良
猫
）

に
餌
を
与
え
て
い
る
方
へ

フンは持ち帰る

オシッコは水で流す

リードでつなぐ

猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

7,000
6,000
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000

0 H21
犬
猫
計

H22 H23 H24 H25

過去5年間の
犬猫殺処分数
（埼玉県）

匹

え
さ



次の　　　に入ることばを、それぞれお答え
ください。
① 9月1日は「　　　　 の日」です。災害に備えましょう。
② 9月の星川あおぞら市は14日（日）と28日（日）に
　　　　　 で行われます。
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今月のテーマ、「私が続けている健康法」にいただいたコメントは、「おたよりパレット」や市ホームページで紹介させていただく場合があります。

応募方法

①関東一　②GOGOMONZ（ゴゴモンズ）
◆応募総数56通中、正解54通

　ハガキまたはＥメールに、クイズの答え・住所・氏名・年齢・
電話番号・今月のテーマ「私が続けている健康法」のコメントを必
ず記入し、9月22日（月）までにご応募ください（一人につき一通）。
※コメントがないものは無効となります。
《応募先》〒360-8601 宮町二丁目47番地1 熊谷市広報広聴課
    kohokocho@city.kumagaya.lg.jp
※なお、市内の商店・企業を知っていただこうという趣旨で、
当選者にはプレゼント引換券をお送りしますので、お店でご使
用ください。当選者の発表は、プレゼント引換券の発送をもっ
て代えさせていただきます。

レストラン パッソご提供のランチ
バイキングを、正解者の中から抽
選で10人に提供します。
所在地：埼玉県熊谷市拾六間111-1
　　　   （さくらめいと内）
電話：048-533-8889　

市報クイズでは、プレゼントを提供していただける商店・企業等を募集しています。詳しくは、広報広聴課4内線212までお問合せください。

今月の問題

今月のプレゼント

読んで当てよう

市報
クイズ"食欲の秋"のおススメメニュー

　栗に秋刀魚、きのこにさつま芋など、
旬の食材を使ったおススメメニューをたく
さん教えていただきました。読んでいる
だけでお腹が空いてきます。お気に入り
のメニューを、ぜひ試してみてくださいね。
おたよりパレットは、市ホームページ 
http://www.city.kumagaya.lg.jp/でも、
更に詳しく紹介しています。

市報クイズ7月号で寄せられたご意見を紹介します。

●親の作る栗を使った「栗ご飯」がおススメです。栗は収穫するのも皮をむくのも大
変だけれど、その分、家族の笑顔が見られてうれしいです。（30代・女性）

●秋はなんといっても「秋刀魚」のシーズン。七輪で焼くのも良いけれど、新鮮な秋刀魚
を砂糖・醤油・日本酒と生姜で煮るのも、臭みがなく食べやすいです。ご飯にもツマ
ミにも、冷めてもいけます。（60代・男性）

●おススメは、「熊谷うどん」と「フライ」です。私も妻も、うどんやフライが好物で、市内のお
店の食べ歩きをしています。食欲の秋は地産地消を目指していきたいですね。（50代・男性）

●椎茸・舞茸・しめじ等のキノコ類をアルミホイルでくるんで、とろけるチーズを適
量入れてオーブンへ。チーズは大量に入れるのが好きです。簡単だしヘルシーで、
子どもも喜びます！（20代・女性）

おたよりパレットおたよりパレット
テ ー マ

P h o t o  N e w s

フォトニュースフォトニュースフォトニュース

涼しくなったよ
　８月３日、熊谷駅北口ほか、市内数箇所で打ち水大作戦2014
が実施されました。参加者は、ペットボトルなどに入れて持参し
た水を元気よくまき、打ち水の効果を体感していました。

冷たくて気持ちい～！
　8月1日・2日、小原運動公園（江南総合公園）で子育てネットく
まがやによる「第8回親子ふれあいプールまつり」が開催されま
した。水と戯れるちびっこたちの元気な声が溢れていました。

　埼玉県学校総合体育大会で上位入賞、または標準記録を突破
した選手達が、代表として出場する全国大会や関東大会に向け
て、市長に意気込みを語ってくれました。

牛乳パックから何ができるかな
　８月５日、商工会館大ホールでリサイクル工作教室が開催され
ました。使用済みの牛乳パックを使いタンバリンを作るなど、参
加者はリサイクルの大切さを楽しみながら学びました。

　7月28日、7人制女子ラグビーチームの「アルカスクイーン熊谷」
が市長を表敬訪問し、国内シリーズである「太陽生命ウィメンズ
セブンズシリーズ」の3大会全てを制した喜びの報告をしました。

第42回リトルシニア日本選手権大会に出場

全国大会・関東大会に「行って来ます！」

リオ五輪に向けて、好調スタート！
　7月28日、中学生硬式野球チームの「熊谷リトルシニア」が明
治神宮野球場を中心に開催される全国大会への出場にあたり、
市長を表敬訪問し、意気込みを語りました。

　今年も市内各地で地域に根付いた祭りが行なわれました。地元
の伝統を引き継ぎ、活気に溢れた特色のある祭りを参加者や観衆
たちは堪能しました。

　交通安全子供自転車埼玉県大会に出場した児童達が市長を表敬訪問し、久下小学
校の3連覇となる優勝と熊谷南小学校の準優勝という、嬉しい結果を報告しました。

地域の祭り、各地で開催

誇らしい「3連覇」と「準優勝」

7月号の正解

7月19日～20日　籠原夏祭り7月19日～20日　籠原夏祭り

7月20日　出来島八坂神社あばれみこし7月20日　出来島八坂神社あばれみこし

7月26日　あついぞ！熊谷おおさと夏まつり7月26日　あついぞ！熊谷おおさと夏まつり

8月2日　第23回めぬま祭り8月2日　第23回めぬま祭り

7月27日　葛和田大杉神社あばれみこし7月27日　葛和田大杉神社あばれみこし

熊谷南小学校 久下小学校

7月27日　葛和田大杉神社あばれみこし7月27日　葛和田大杉神社あばれみこし

熊谷南小学校 久下小学校



平成26年8月1日現在（対前月比）
■人口　201,900人（-647）　男　100,698人（－653）　女　101,202人（＋6）　■世帯　83,404（-637）

「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。
「市報くまがや」9月号は、72,400 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1部当たり 15円です。

人口と世帯

「
市
報
く
ま
が
や
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1
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・
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江南地域の板石塔婆
―日本最古の板石塔婆に込められた願い―

いた　      いし　　  とう　　  ば

アルカス熊谷の中心選手として活躍する大黒田選手

　平安時代末から社会不安が高まり、不安定な武家政治や源

平合戦に巻き込まれた多くの人々は、極楽往生を願う浄土思想

に対する強い信仰を持つようになりました。この浄土信仰の高

まりと共に鎌倉時代初期に造立された板石塔婆は、板状の石材

の頭部を三角に切り込み、表面に主尊や銘文などが刻まれてい

ます。江南地域には、日本最古のものを含めて初期の造立銘が

確認できることから、板石塔婆発祥の地と考えられています。

　嘉禄３年（1227）の日本最古の紀年銘を持つ「嘉禄銘板石

塔婆」（江南文化財センター所蔵）は、阿弥陀三尊像が彫ら

れており、中央に主尊の阿弥陀を、左右対称の位置に脇侍と

して、左に合掌した勢至菩薩、右に蓮実を持つ観音菩薩が置

かれ、浄土信仰に基づいた来迎像が表現されています。

　安貞２年（1228）の日本第２位の古い紀年銘を持つ「安

貞銘板石塔婆」（樋春・真光寺所蔵）は、阿弥

陀如来を意味する「種子」と呼ばれる梵字が

彫られ、下部には死者の冥福を祈る、緩やか

な草書調の銘文が窺えます。

　寛喜２年（1230）の日本第３位の古い紀年

銘を持つ「寛喜銘板石塔婆」（江南文化財セ

ンター所蔵）は、中央で上下に分断され、一部

が欠損していますが、上半分には、阿弥陀如

来立像および脇侍の二菩薩が彫られており、

その下半部には、亡き母の供養のための銘文が刻まれてい

ます。これら三つの板石塔婆は、当時の仏教思想を今に伝

える貴重な文化財です。

◆江南文化財センター　3048-536-5062
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おお  くろ    だ　 　ゆ　 め

嘉禄銘板石塔婆

おもてなしに感動おもてなしに感動
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　7月19日～23日 の 間、姉妹
都市ニュージーランドのイン
バーカーギル市から市民訪問
団15名が来熊しました。うち
わ祭や星溪園でのお茶など日
本文化を体験し、市民との交
流を深めました。

　7月19日～23日 の 間、姉妹
都市ニュージーランドのイン
バーカーギル市から市民訪問
団15名が来熊しました。うち
わ祭や星溪園でのお茶など日
本文化を体験し、市民との交
流を深めました。
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日ごろから災害に備えよう
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